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EBPMの研究について
（ＥｖｉｄｅｎｃｅーＢａｓｅｄ Ｐｏｌｉｃｙ Ｍａｋｉｎｇ）

【新宿自治創造研究所】
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本日の報告内容

①新宿区をとりまく状況とEBPMの必要性

②政策とは？政策の根拠について

③新宿区におけるEBPMとエビデンスとは？

④ EBPMの事例紹介

⑤新宿自治創造研究所の調査・研究



◆少子高齢化の進展

◆厳しい財政状況 ◆社会経済情勢の不確実性の高まり

データや証拠（エビデンス）に基づく、
的確で効果のある政策立案を目指す必要

① 新宿区をとりまく状況とEBPMの必要性

ネガティブ要素

ポジティブ要素

データ活用、ICT活用の可能性
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◆ICT（情報通信技術）の進展 ◆デジタル技術の進歩

◆オープンデータ、ビッグデータ

多様化・複雑化・高度化する区民ニーズに対応するには、
現場現実に即した政策づくりが必要
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政策の根拠

Q1: なぜ、その政策なのか？

Q2: その政策で本当の効果が
出ているのか？

👉政策の必要性の根拠が必要

👉政策の有効性の根拠が必要

②政策とは？政策の根拠について
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政策とは？

目標

現状

政策 ＝目標と現状のギャップを埋める方策

政策ギャップ
Do

CheckAction

Plan

＋ PDCA

『政策の手引き』, 令和2年5月第18版, 彩の国さいたま人づくり広域連合, p.1の記述を参考にしています。

②政策とは？政策の根拠について
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新宿区におけるEBPM

エピソードベース エビデンスベース

個人的な経験
慣例
前例踏襲
勘

思い込み

統計等のデータ

科学的な証拠

客観的・合理的根拠

ＥＢＰＭ

政策づくりにおいて、政策の根拠と目的を明確化し、政策
の手段と効果とのつながりについて、できる限り客観的に検
証等をすることで、その検証結果を政策の立案や改善につな
げていくこと

③新宿区におけるEBPMとエビデンスとは？
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エビデンス（証拠）とは何か

狭義のエビデンスとは、
・政策とその成果（アウトカム）の因果関係
・政策と効果の関係を、データを活用し、客観的に検証した結果

広義のエビデンスとは、
現状把握のための統計等の定量的データ、定性的データ、
それらの分析結果等

👉政策の必要性の根拠

👉政策の有効性の根拠
※ エビデンスに結び付けた「政策の必要性の根拠」「政策（手段）の有効性の根拠」という表現については、
2022年1月21日（金）実施 令和3年度政策評価に関する統一研修の小林庸平講師
『政策評価とEBPMをどう連動させるか？－基本的な考え方と実践例－』, p.5 を参考にさせていただきました。

※

※

「なぜ、その政策なのか？」に対応

「その政策で、本当の効果が出ているのか？」に対応

③新宿区におけるEBPMとエビデンスとは？



8

統計的な分析の手法（一例）

・ランダム化比較試験（RCT）

・回帰不連続デザイン

・操作変数法

・差の差の分析

・重回帰分析

・前後比較

③新宿区におけるEBPMとエビデンスとは？
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ランダム化比較試験（ＲＣＴ）

目標
（仮説）

現状

＝政策効果
被験者を

ランダムに振り分け

対照群の
アウトカム

（成果指標）

被験者

処置群
（＝政策介入を行う対象者）

対照群
（＝政策介入を行わない対象者）

処置群の
アウトカム
（成果指標）

ギャップ

ランダム化比較試験とは、政策の介入対象者（処置群）と、政策の非介入
対象者（対照群）をランダムに振り分け、実験的な効果を比較する手法。
政策と成果の因果関係＝狭義のエビデンスを定量的に明らかにできる

③新宿区におけるEBPMとエビデンスとは？
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神奈川県葉山町の事例
「資源ステーションの利用最適化の実現」

葉山町職員の大前正嗣氏 『葉山町きれいな資源ステーション協働プロジェクト』, 2019 を参考にしています。
同資料は、神奈川県政策研究フォーラム平成30年「自治体におけるEBPMの推進に向けて」登壇時に使用された資料。

④ EBPMの事例紹介
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神奈川県葉山町の事例
「資源ステーションの利用最適化の実現」

葉山町職員の大前正嗣氏 『葉山町きれいな資源ステーション協働プロジェクト』, 2019

④ EBPMの事例紹介
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神奈川県葉山町の事例
「資源ステーションの利用最適化の実現」

葉山町職員の大前正嗣氏 『葉山町きれいな資源ステーション協働プロジェクト』, 2019

④ EBPMの事例紹介
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神奈川県葉山町の事例
「資源ステーションの利用最適化の実現」

葉山町職員の大前正嗣氏 『葉山町きれいな資源ステーション協働プロジェクト』, 2019

④ EBPMの事例紹介

収集終了看板
に効果有り
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葉山町職員の大前正嗣氏 『葉山町きれいな資源ステーション協働プロジェクト』, 2019
同資料は、神奈川県政策研究フォーラム平成30年「自治体におけるEBPMの推進に向けて」登壇時に使用された資料。
[ https://www.pref.kanagawa.jp/documents/44494/2-4kanagawaebpmforumhayama.pdf ] 

神奈川県葉山町の事例
「資源ステーションの利用最適化の実現」

プロジェクトのロジックモデル

課題：資源ステーションの美化

インプット

施策に投じら
れたリソース

経費：13,858円

職員：2名

28町内会の皆様

業者の皆様

アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト

施策の
具体的な活動

活動に基づく
産出物

活動に基づく
成果

最終的に
生じた変化

・モニタリング調査

・ワークショップ

・ＲＣＴによる政策
効果の検証

・分別チラシ

・収集終了看板

・資源ステーション
の美化促進

・住民の意識向上

・資源化率の向上

・ごみ減量化の向上

・ごみ処理経費の
削減

④ EBPMの事例紹介
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新宿自治創造研究所の調査・研究

令和３（２０２１）年度 令和４（２０２２）年度

EBPMの定義

EBPMの理論・手法

EBPMへ至る経緯と現状

（EBPM先進事例 )

EBPMの推進に向けて

新宿区におけるEBPM

基礎的な研究 実務的な研究

EBPMの事例研究
（より発展的な事例研究)

EBPMに向けた実務的な検証・
分析

職員向アンケート調査･分析

庁内EBPM研修の内容検討

⑤新宿自治創造研究所の調査・研究
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令和４年度 ＥＢＰＭの推進に関する調査・研究

ロジックモデル作成

事業実施

検証を通じたPDCAサイクル活性化

行政評価
の確認 事業の根拠と目的を明確化

事業の手段と効果の検証

事業の
課題
整理

新宿区の事業の検証を実施
事
業
見
直
し

予
算
要
求

新
宿
自
治
創
造

研
究
所

現
課

Do

CheckAction

Plan

⑤新宿自治創造研究所の調査・研究


